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１．はじめに

　欧米でのESG開示とそれを使ったESGエンゲー

ジメントは、日本に先行している。これは歴史的

経緯に加えて、温暖化問題・地球環境問題など、

社会全体としてのESG課題意識が高かったこと、

各国政府主導でESG投資に関する仕組みづくりが

前倒しで進んだことなどの要因が大きいと想像さ

れる。このような社会課題を背景として、投資家

はそれぞれのESG投資の所期目的に従って投資先

企業へのエンゲージメントを行ってきた。本稿で

は海外の投資家が、ESG情報に基づいてどのよう

なESGエンゲージメントに取り組んでいるかを先

行研究と投資家自身による開示を基にまとめた。
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　ESGエンゲージメントと従来型エンゲージメントとの差異を明らかにする目的で、欧米ESG投資家のエンゲー
ジメントレポートを分析した。分析に当たっては、投資家と企業の関係を整理するためのセイリエンス理論を紹
介し、同理論での解釈を行った。分析から、欧米投資家によるESGエンゲージメントの様相が明らかとなり、
ESG開示を企業に対する要請・圧力として活用するだけでなく、その開示内容確立のプロセスへの関与もみられた。
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